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Abstract 概 要
H23～25年までの3年間、道総研重点研究「漁場海底画像を利用したホタテガイ高精度資源量推定

技術開発」の研究成果として、鮮明な画像取得が可能な撮影装置の開発と動画からホタテガイを計数す
るアルゴリズムが開発されました。この成果を新しいホタテガイ資源量調査ツールとして発展させ、広
く地まきホタテガイ漁業現場に普及・指導することを目的として、画像解析アルゴリズムの改良と漁協
関係者のニーズを踏まえた機材および機材運用を含めた調査法と解析用機材および解析用プログラムを
一体化した実用的な高精度資源量推定システムを構築しました。

Results 成 果

１ 動画解析によるモニタリング技術実証試験

平成26年度のオホーツク海の大時化被害調査への迅速
な現地対応を達成することで，被害回復への現状調査の

サポートができました（図－3）。

図－2 調査海域 1.宗谷，2.猿払，3.頓別，4.枝幸，5.
雄武，6.沙留，7.紋別，8.網走，9.西網走，10.野付，A.

湧別，B.常呂

オホーツク海～根室海峡の10漁協（宗谷、猿払、頓別、枝幸、雄武、
沙留、紋別、網走、西網走、野付）で，漁協のニーズの集約と現地普及デ

モンストレーションをかねた海底画像撮影調査を実施しました（図－1）。
重点研究（H23～25年）で調査を実施した２漁協（常呂、湧別）を含

めると合計12漁協で調査実演をしたことになります（図－２）。

図－1 海底画像撮影装置

図－3 大時化被害をうけた海底状況
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Activities 業 績

■さらに使いやすいツールへ改良するために、
道総研は大学や民間のソフトウェア会社と共同
研究を継続中です。

■本課題の成果を地まきホタテガイ漁業現場で
導入するための技術指導を行います。

Dissemination 普 及
水産研究本部 網走水産試験場

調査研究部 資源増殖グループ
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【ウェブ】
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Contact 問い合わせ

2 画像解析アルゴリズム改良試験

Results 成 果

砂場（図-4）での判別率90％以上のホタテガイ自
動抽出アルゴリズムとプログラム（図-5）を開発し

ました。
写真からの目視計数とプログラムによる自動計数が

よく似た変化をしているのがわかります（図-6）。

0
1
2
3
4
5
6
7

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

目視計数 自動計数

図－4 砂場のホタテガイ（5個体： 1～5）

図－6 目視計数と自動計数の比較例 縦軸：密度（個体/㎡） 横軸：撮影距離（ｍ）

図－5 プログラムのインターフェイス
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